介護部会相模原ブロック会議報告書
実施日　　　　　　　　平成29年12月１４日（木）　１４：００～１６：００

会議実施会場　　　　介護老人保健施設　　清泉の郷

参加人数　　　　　　　相模大野　１名、田名老健光正　１名，いずみ　１名、
　　　　　　　　　　　　　相模ロイヤルケアセンター　１名、のどか　１名、

グリーンヒルズ　１名、トキ　１名、青葉の郷　１名、

清泉の郷　２名、９施設　１０名参加

議事項目　　　　　　　①　自己紹介

　　　　　　　　　　　　　②　ディスカッション　「災害時の対策について」

　　　　　　　　　　　　　　　

　　　～各施設の取り組みと意見交換～
　　　　　　　　　　　　　③　フリートーク・伝達事項

　　　　　　　　　　　　　④　施設見学

内容　　　　　　　　　　「災害時の対策について・各施設の取り組みと意見交換」

　　　　　　　　　　①防災マニアルの作成について

· 災害訓練実施　各施設とも年２回実施。

夜間の施設が多い為、日中の設定も行った方がいい。

職員だけで行うのではなく、利用者様も交えて行う。

マニアルが随分前のものである。

火災訓練の為の練習を行っている。
＊　地震についてのマニアルがなく、その時に対応する状況にある。

＊　防災委員会がある。（毎月１回行っている施設もある。）

＊　実際に訓練を行っている職員を見てもらい、他の職員全員で

反省会に参加する。

＊　水害、土砂マニアルは各施設作成中。

　　　　　　　　　②災害時の連絡方法について

· 緊急連絡網を作成。実際に訓練で使用、年２回。

· 連絡網の順番は、役職者→各フロアーごと入職順や施設に近い職員が多い。

· 連絡が取れない事もある為、来れる人が来る。（可能な職員）

· 　　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　（モチベーションにもよる）
· 赤電話、ピンク電話を使用する。

· ＬＡＩＮのグループＬＡＩＮを使用。（ガラ系の職員もいる。）

· 災害時携帯」カードを作成し職員に持ってもらう。（免許証サイズ）

· 出勤して来てもいつ帰宅できるかわからず不安。

　　　　　　　　　③非常時の熱源
· スプリンクラー専用発電を使用。

· 非常用電源使用・・・各施設で違いはある。３時間位で切れて　　　　　　　　　　 　しまう事ある。（夜間どうするか。）

· 乾電池使用の懐中電灯やランタン

· エレベーターが使用できず、階段を使用

· 夏、冬の冷暖房をどうするか。

· 食事の配膳、下膳は職員が階段を使用して行う。

· コールが使用できず、`なるこ　を使用するところもある。
· コールが使用できず、見守りの必要な利用者様のベットを見守りできるフロアへ出して対応。

· ノロウイルス、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ対策をどうするのか
　　　　　　　　　④水について

· 受水槽は調理用水、シャワー・整容に使用（停電時使用不可）
· 井戸水はトイレ、浴槽に使用。

· 飲料水はペットボトル等、人数分３日分備蓄。（各施設共）

· トイレの水については浴槽の水を使用。

· 職員の飲料水は各自ロッカーに確保しておく。

　　　　　　　　　⑤飲料の備蓄について

· 非常食　各施設　３日分×人数（利用者だけ、利用者と職員）備蓄。（缶詰め、レトルト、アルファ米　等）
· 倉庫に保管

· 紙皿や紙コップ等使用

· 災害時のメニューや対策がある。

· 食事は職員が階段で運ぶ。

· ２５年持つ食料へ変更する施設もある。

· 電気が使用できない時は冷蔵庫にあるものを出す（ヨーグルト等）

　　　　　　　　　⑥衛生用品の備蓄について

· オムツ、リハビリパンツ、パット類　各施設３日分　備蓄

· ウエットティッシュ、マスク　等も備蓄。

　　　伝達事項

· 次回　６月　相模原ブロック会議の予定　　　いずみ

· 介護部会　第３回研修会　２月１日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
